
○地域の方々に釧路湿原の自然再生について理解を深めてい
ただくため、平成１５年度と平成１６年度の２カ年において
釧路開発建設部と財団法人日本生態系協会との共催で、『く
しろ環境スクール』が開催されました。 
○この『くしろ環境スクール』の講座修了者のうち有志が、
ボランティアで「くしろ自然再生解説員」として、平成１６
年度から釧路町細岡展望台で、釧路湿原の自然環境や自然再
生の取組について、解説活動を始めました。 
○細岡展望台へ訪れる観光客を通じ、釧路湿原の魅力や釧路
湿原の自然再生事業などについて、北海道内はもちろんのこ
と、全国へ発信する貴重な取組となっています。 
 
 
 
 
  
 

○ネームプレートを着用した「くしろ自然再生解説
員」が、紙芝居風のパネルを用いて10分程度の解説
を行います。 
○現在8名が活動しており、釧路湿原の特徴や、釧路
湿原で行われている自然再生事業などについて、解
説員各自が独自のアレンジを加えて解説しています。 
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日本における代表的な湿原の面積 

・北海道には大きな湿原が多い(1～5位) 

・釧路湿原は日・最大 

・車で一周 3 時間以上。 

参考資料：第５回自然環境保全基礎調査（湿地調査） 
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標茶高校では、２００２年から釧路湿原再生プロジェクトに取組んでいます。 
学内にはミニ河川が作られ、そこで湿原の植物を活用して水質浄化実験を行って
います。 

川レンジャーの活動は、釧路湿原の良好な河川環境づくりに貢献するボランティア活動です。 

植樹の様子 

河川敷での清掃活動 

   ほっかいどう しべちゃ こうとうがっこう 

 北海道標茶高等学校 

釧路川の水生生物調査 
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すばらしい湿原のために 

・日本最大の淡水魚イトウ 
・北海道だけに天然のものが生
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図 湿地と都市との距離 
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・世界的にも珍しい都市に近い湿原 

・アクセスしやすく、日常的に利用 OK 
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○前年度までは、5月・7月・9月の3ヶ月間の活動だったのですが、解説員の方から 

 「6月の観光シーズンと、8月の夏休み時期も加えてはどうか。」 
との意見があり、今年度は5月～9月の5ヶ月間活動を行いました。 
 5月～9月で11回活動することができ、178名の方に解説を聞いていただくことが
できました。 

細岡展望台での解説風景 

「ただ景色を見るだけとは全く違う。 
          解説を聞いてよかった。」 
     との暖かいお言葉を多数いただいています。 

「詳しい説明が聞けて良かったと喜んでくださると、 
           こちらまで嬉しくなります。」 
「釧路湿原に来られたお客様に理解を深めて欲しい。 
         それが地元の私達のおもてなし。」 

 解説員の皆さんはお忙しい中、予定をやりくりして一生懸命活動してくださって
います。 
 今年度は解説員さんの人数が減ってしまいましたが、活動回数は去年より多く、
たくさんの方に解説を聞いていただくことができました。 
 
                    解説員の皆さん、大変お疲れ様でした。 

国土交通省 
 
北海道開発局 

釧路開発建設部治水課 
〒085-8551 釧路市幸町10丁目3番地 
℡ 0154-24-7250 治水課代表 
 

あしたを創る 北の知恵 

 平成２６年度の解説活動については、9月で終了となりました。今後は、来年1月
に懇談会を開催し、来年度の活動計画等について話し合う予定です。 
 釧路開発建設部治水課では、釧路湿原の魅力や釧路湿原自然再生事業の取組につ
いて発信している「くしろ自然再生解説員」の活動を今後も支援していきます。 

平成26年度の活動について 

◆解説を聞いた方からの声◆ 

◆解説者の声◆ 

今後の活動について 

○活動は、観光客が多く集まる5月～9月に行っています。 
 解説員が2名以上集まることができる日に実施しており、不定期で月に1～3日程
度となっています。 

活動期間について 

くしろ自然再生解説員 
【ホームページアドレス】 

http://www.ks.hkd.mlit.go.jp/
kasen/nframes/21.html 

 


